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1．ユビキタス・キャンパス 
共愛学園前橋国際大学では 2010 年度より教室、食堂をはじめとしてキャンパス全域に無


















        
 
図 1.ユビキタス・キャンパス模式図 
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図 2.ユビキタス・キャンパスにおける参加型授業 
こうしたユビキタス・キャンパスは、教職員においてはシラバスの登録、出席管理、成
績入力、Twitter や Google Map を用いた授業実践、学生との双方向性を確保するクリッカ
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3．PBL（Problem/Project Based Learning）  
そうした学生主体の学びの中でも近年、特に PBL（Problem/Project Based Learning）
と呼ばれる教育実践が注目されている4。CiNii(国立情報学研究所論文情報ナビゲータ)にお







































ン空間」へと改革して PBL 教育の舞台とすることの 2 点を柱として、DITO 演習(Do IT 





















 1) 一定期間を通じて行われる体系的な教育的実践であること。 
 2) 授業以外で行われる正課外のプロジェクトであること。 




困難であると判断されたため、本学学園祭終了後の 2010 年 11 月初旬から後期試験終了の
2011 年 2月までの約 3か月間をプロジェクト実施期間とした。本プロジェクトでは、以下
のステップに従ってユビキタス・キャンパス活性化プロジェクトを展開した。 










の 2 つの形態を準備し、それぞれのテーマにつき 1 チームを採
択することとした8。その際、本プロジェクトの目的で述べた 3
点を達成するために、応募条件として以下の 5点を設定した。 
1) 1週間に 1度必ず全員が集まれるメンバーであること 
2) 異なる学年の学生メンバーから構成されていること 
3) 3つ以上のコースの学生メンバーから構成されていること9 




ら 2 週間後に、上記の条件を満たした 5 チームによるコ






















 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 58 
表 1 に示したように JF のメンバーは、8
























12 月には、JF の活動も本格的となった。はじめに、大学生向けの就職支援サイトに JF 










メンバー 性別 学年 専攻 
A 女 4 年生 英語 
B 女 4 年生 英語 
C 女 4 年生 情報・経営 
D 男 4 年生 英語 
E 男 4 年生 心理・人間文化 
F 女 3 年生 情報・経営 
G 女 2 年生 英語 
H 女 2 年生 情報・経営 
 
表 1．JFメンバーの属性 
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こうした JF Portal の更新作業は、JFメンバー以外の 3年生に依頼することによって、3
年生自身の就職活動を活性化するとともに学内へ JF の活動を普及させることを狙った。こ
うした 3年生による JF Portal 更新メンバーのことを Job Fisher と呼ぶ。Twitter 上でも、
本学 3 年生の参加者を増やし、3 年生への JF・就職活動についての情報提供を行った。ま
た、第 2 回目の JF を学内就職ガイダンス終了後に行い、JF の中で本学卒業生、企業人事
担当者との懇談会も行った。 
 
 年が明けて 1 月には、最終 JF に向けての準備が主な活動となった。そのため、12 月に














図 7．JF会議の様子         図 8．JFによるポスター例 
図 9.プレ JFの様子     図 10．JFの様子①     図 11．JFの様子② 


















































アクション シンキング チームワーク 
開始時 終了時 













活動に着目すると JF の活動は、その特徴から 3つの時期に分類することができる。それは
第一に集団形成期、第二に集団拡大期、第三に非集団期である。 


















12 月の活動では、先にも述べたように JF Portal の更新を Job Fisher に依頼し、JF に
メンバー以外の 4年生に参加を呼び掛けるなど、メンバー以外の学生を JF という活動に巻
き込むための活動が多く見られた。集団拡大期と名付けたこの時期においては、JF の活動
を 8名のメンバーだけで行うのではなく、他の学生らも巻き込んでいくことによって JF の
活動をより学内に周知し、3年生たちが JF に参加しやすい空気づくりを行った。しかしな
がら、そうした過程において Job Fisher が当初の予定通りに動いてくれないといったトラ
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 本プロジェクトのまとめとして、学生らが JF という活動をどのように経験したのかを、
学生ら自身による感想から検討する。 
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2 青山学院大学では、2009 年度から社会情報学部において iPhone3G を学生と教員に配布し、出席や資料
配布などに用いている(http://www.aoyama.ac.jp/news/361.html)。 
3 ユビキタス・キャンパスにおける iPod touch や iPad の活用事例は、共愛学園前橋国際大学ユビキタス・
 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 64 
 
キャンパス特設サイト http://www.kyoai.ac.jp/ipod/index2.html に掲載されている。 
4 Problem-Based Learning と Project-Based Learning は、本来異なる歴史的起源を持つ概念であるが、
共通点も多く、我が国においてはほぼ同義の概念として用いられているため、本論においては PBL と表
記し、同義の概念として用いるものとする。 
5 愛知東邦大学：地域連携 PBL を核とした就業力の育成：http://www.aichi-toho.ac.jpoutline/public/ 
gp-work.html 
6 湘北短期大学：図書館を実践の場とする学科横断 PBL 教育：http://www.shohoku.ac.jp/introduction/ 
education_gp.html  
7 東海大学：でかちゃれ：http://www.u-tokai.ac.jp/challenge/ 
8 本論では、より自由度が高く、PBL 的性質の強い自由テーマプロジェクトのみを報告する。 
9 本学は、1 学部 1 学科の中に、英語、国際、情報・経営、心理・人間文化、児童教育の専門の異なる 5
つのコースが設置されている。 
10 各チームの企画内容は、UC 活性化プロジェクト特設ページ：http://www.kyoai.ac.jp/ipod/project.html 
 に掲載されている。 
11 Job Fishing とは学生らが内定を釣り上げるという願いを込めて学生らが名付けた活動の総称である。
また、JF はこのチームの活動全体を指すと同時に、月に 1 度行われる就職ガイダンス後の 4 年生たちに
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